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【イベント案内】  

 ルーマニアの学生に日本文化の体験を【12/26（火）】 
12月 26日（火）、学生発案「ＢＴＳプロジェクト」の活動で、ルーマニアの大学生を本学に招き、交流

を深めるイベントを開催します。（※ＢＴＳプロジェクトについては裏面を参照ください） 

 

●ルーマニア文化に触れる 

本プロジェクトで来校するルーマニアの学生に、プレゼンテーショ

ンを行ってもらいルーマニア文化について理解を深めます。また、

ルーマニアの郷土料理を 70 食限定で、イベント参加者に振舞いま

す。 

 

Romanian＆Polish Meal Day 

 ～ルーマニアとポーランドの文化を学ぼう～        ※詳細は別紙資料をご参照ください 

＜日時＞12月 26日（火）12:30-13:30  ＜場所＞グローバルラウンジ（Ｌ棟 2階） 

＜内容＞ 

・ルーマニアの学生による、プレゼンテーション（地理や文化、慣用句などについて） 

・「サバとママリガのリコッタチーズ&水切りヨーグルト添え」や「ヌテラとストロ 

ベリーのクラティーテ」などルーマニア料理を参加者へ提供（限定 70食）        ※詳細は、 

＜その他＞参加無料          ＜対象＞本学学生、教職員、地域の方 

 

●近隣の高校生を交えた国際交流 

ルーマニアの学生には、白石 英才経済学部教授が担当する教養科目「異文化グループワークＢ」の授

業に参加してもらい、日本文化について理解を深めてもらいます。その後は、札幌駅に移動し、英語で

ルーマニアの学生を案内します。近隣の北星学園大学附属高校の生徒も交えることで、高校生の英語力

向上を図り、地域連携にも貢献します。 

 

「異文化グループワークＢ」の授業体験 

＜日時＞12月 26日（火）14:50-16:20  ＜場所＞本学 

＜内容＞ 

・教養科目「異文化グループワークＢ」への参加・「日本語の清濁」というテーマでディスカッション 

＜対象＞ルーマニアの学生、プロジェクトメンバーの本学学生および北星学園大学附属高校の生徒 

裏面に続く 
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英語で札幌市内の観光案内 

＜日時＞12月 26日（火）16:30頃～  ＜場所＞札幌駅周辺 

＜内容＞ 

・英語で札幌駅から狸小路までの道程をルーマニアの学生に案内 

・チケットの買い方やお店の説明などの説明を通し、英語コミュニ 

ケーション力の実践を図る 

 

ＢＴＳプロジェクト（Babeș-Bolyai & Transylvania & Sapporo Gakuin) とは… 

学生発案プロジェクト※の一環で、ルーマニアのトランシルバニ

アブラショフ大学とバベシュ・ボヤイ大学の学生を本学に招き、

日本文化を体験してもらい交流を深めるプロジェクト。 

＜目的＞ 

・本学学生の異文化意識の向上  

・地域貢献の一環として地域の方々への、国際交流の機会の提供 

 

※学生発案プロジェクトとは… 

大学生活でやってみたいこと、日ごろ考えているアイデアや、熱い想いを学生から募り、最高 50 万円

を支援する「学生発案プロジェクト」を 2015年度より開始しました。そのプロジェクトの一環として、

2017年度に採択されたのが「BTSプロジェクト」です。 

 

企画・運営から資金調達まで学生主体で行う 

＜企画・運営＞ 

・当日のイベントの準備や運営手配は、学生自ら企画し実行しました。 

・また、本プログラムで来校する、ルーマニアの学生の選抜はプロジェクトの学生が行いました。ウェ

ブ上での「スピーチコンテスト」を実施し、日本語力や本プロジェクトへの想いなどを基準に選抜しま

した。 

＜資金調達＞ 

「学生発案プロジェクト」の支援金（約 50万円）で不足した約 23万円については、学生がクラウドフ

ァウンディングを立ち上げ資金調達を図っています。 

▼「ルーマニアの学生 4名を日本に招待！BTSプロジェクト！」（クラウドファウンディングのサイト） 

https://readyfor.jp/projects/romania-and-japan 

企画・運営から資金調達まで、学生が主体となって行うことで、企画力や実行力、主体性を身につける

ことが狙いです。 
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